
屋根 /傾斜スラブが生む新たな都市体験周辺環境｜人口密度の高い住宅地の為の公共空間背景｜変わり続ける渋谷と増え続ける残土
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平成22-25年度 平成26-30年度 平成31-35年度 平成36-38年度

東口交通広場の整備

西口交通広場の整備

渋谷川・雨水貯留施設の整備

■渋谷駅街区土地区画整理事業
今後の作業スケジュール
22年度から平成38年までに断
続的な駅周辺開発が計画され
ており残土は増え続ける見込み。

柱 /植生を促す土のワッフルコア

N

斜行した床から見下ろす

都市を横目にパブリックビューイング 

擁壁の厚厚みをみをを活か活かしたした図書スペース。
本の本本本 重みが土圧に対する補助構造になる。

お辞儀をしながら中へ進む。洞窟のような空間体験

5月 の半ば。アイビーとモッコウバラが咲き誇る。

進むごとにシークエンスが展開する斜面。
丘のような場所と洞窟のような場所。
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■動くほどに空間の濃度が変化していく屋根スラブの森

■緩やかな斜路に展開していくカフェや街並みのにぎわい

■夏涼しく冬暖かい、風が抜ける地下の擁壁図書館での読書。■緑が生い茂る柱と擁壁。四季折々の移ろいを見せる都市の自然。

基礎 /多様な土留め擁壁によるゾーニング

ROTATIONLANDSCAPING WORK ADD RETAINIG WALL CORE×RETAINING WALL SLUB SLUB DEREGULATION OF FAR  DEMAND DECREASESREINFORCEMENT WORK

ダイアグラム｜縦方向に少しづつ伸びる基礎と建築


